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第６回 長野県食と農業農村振興審議会 議事録 

 

日 時：平成24年10月26日（金）13時30分～15時30分 

会 場：長野県庁 議会棟３階 第１特別会議室 

 

１ 開  会 

 

【林農業政策課企画幹】 

ただいまから、第６回長野県食と農業農村振興審議会を開会いたします。本日の進行を

担当します農政部農業政策課企画幹の林雅孝と申します。議事に入ります前まで務めさせ

ていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

会議に先立ちまして、委員の皆様の出席状況につきましてご報告を申し上げます。本日、

審議会委員20名のうち12名のご出席を予定しておりまして、ただいま11名の方、ご出席を

いただいております。したがいまして、委員の過半数に達しておりますので「長野県食と

農業農村振興の県民条例」第30条第２項の規定によりまして、審議会が成立しております

ことをご報告申し上げします。 

それでは、開会に当たりまして、和田副知事からごあいさつを申し上げます。 

 

２ あいさつ 

 

【和田副知事】 

こんにちは。副知事の和田でございます。本日は、大変、皆様、公私ともお忙しい中で

ございますけれども、ご出席を賜りまして大変ありがとうございます。 

この審議会も２月９日に諮問して以降、大変、委員の皆様には多くの時間を割いてご審

議をいただきまして、大変ありがとうございました。現地のほうにも出向いて、あるいは

地元の地区部会との意見交換なども行っていただいているということでございまして、大

変多くの意見を酌み上げていただいたのではないかというふうに感じているところでござ

います。 

大変尐子高齢化や人口減尐が本格化しているという状況でもありますし、また、昨年に

は東日本大震災が起きたという、こういった大きな社会環境が変化している中で、農業・

農村をどのようにしていくかという、この進むべき方向と、その実現のための施策にも踏

み込んだ闊達なご議論をいただいたところではないかと受けとめております。 

今回、基本方向に位置づけていただきました、食と消費者を基盤において産業としての

農業を振興する「夢に挑戦する農業」、それからもう一つの、暮らしの場としての農村を創

造する「皆が暮らしたい農村」、この２つの柱というものは、今後の本県の農業・農村を考

えていく上で、非常に重要な視点であるというふうに受けとめているところでございます。 
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今日は、ご審議の後に答申をいただく予定でございまして、どうか県民の皆様に共感し

ていただいて、ともに取り組める実効性のある計画としてお取りまとめいただくようお願

い申し上げまして、簡単ですが、私のごあいさつといたします。どうぞよろしくお願いし

ます。 

 

【林農業政策課企画幹】 

本日ご出席をいただいております委員さんでございますが、お手元の次第の、２枚おめ

くりいただきまして２ページのほうをごらんいただきたいと思います。そちらのほうに座

席表を申し上げてございます。ごらんいただいた委員さん、ご出席をいただいております

のでよろしくお願いをいたします。 

次に、お手元に配付の資料の確認をさせていただきたいと思います。ごらんをいただき

ました座席表から１枚お戻りをいただきまして、１枚目の裏面になりますが、配付資料の

一覧を申し上げてございます。そちらの下の段をごらんいただきたいと思います。 

まず資料１といたしまして、「第２期長野県食と農業農村振興計画（答申案）」でござい

ます。それから、そこの表に記載してございませんが、右肩に「資料１関連資料」と記載

をしました「第５回食と農業農村振興審議会等における修正意見」でございます。それか

ら参考資料１といたしまして「食と農業農村振興計画達成指標について」、参考資料２とい

たしまして「農産物産出額全国順位上位・上昇道県の特徴等について」、以上の資料でござ

います。不足等ございましたら、担当の者がお伺いいたします。よろしいでしょうか。 

次に、本日の審議会について、確認事項とご連絡を申し上げます。この審議会は公開と

なっておりまして、議事録も公表いたしますので、審議内容を録音させていただきますこ

とをあらかじめご承知をいただきたいと思います。 

それでは、これより議事に入らせていただきますが、審議会の議長は会長が務めること

となっております。茂木会長、よろしくお願いいたします。 

 

【茂木会長】 

委員の皆様におかれましては、お忙しい中、ご参会いただきましてありがとうございま

す。今日、審議会は第６回を数えます。いよいよ今日が結審ということでございますけれ

ども。皆様方と初めてお顔合わせさせていただいたのは、昨年の７月、栄村で震災を受け

た後の４カ月後に初めてお顔合わせさせていただきました。数えて６回ということですの

で、１年半、春夏秋冬、それぞれ通して、長野県内各地にもお見えいただきましたし、そ

のたびに、かなり深い、突っ込んだ議論をしていただきました。 

今日は、いよいよ答申ということでございます。一忚、前回の審議会で総仕上げの議論

をするということで突っ込んだ議論をしていただきましたので、本日に関しましては、そ

れらの議論がきちんと答申に反映されているか、埋め込まれているかということを、確認

をしていただきたいというふうに思っております。 
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それから、前回、未定稿であった地区部会の各地区の計画につきましては、各部会でそ

れぞれ了承されたものが、本日、答申案の中に付されているということでありますので、

それのご報告をしていただいて、それについても確認をしたいというふうに思います。 

答申の最終回ということになりますと、ややセレモニー的な確認会で終わってしまう嫌

いがないわけではないと個人的には思いますけれども。本日、議事の中で、事務局とお打

ち合わせいたしまして、特に私のほうから、（３）ということで、今後の推進についてと。

いや、決まったけれども、これ、具体的にどういうふうに進めていくんだということに関

しては、実はこれから本格的に事務方も鋭意まい進しなくてはいけませんし、我々もさま

ざまに意見を出し、知恵を出しということで、これからの５年間、協力をお願いするとい

うことでありますので、その方向性について、今日は、何ていいますか、答申後の具体化

ということについて、ご意見をいただく時間をとってございますので、ぜひご意見をいた

だきたいというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

 

３ 会議事項 

 

（１）報告事項について 

 

【茂木会長】 

それでは、議事次第、３、会議事項でございますが、今、申しましたけれども、３項目

ございまして、（１）報告事項について、これは、前回のときにご質問が幾つか出されまし

たので、それの、前回、事務局のほうで即答できなかった部分について、改めてご報告を

させていただいて、それを確認するということであります。（２）は、振興計画そのものの

最終案について、これも先ほど言いましたようにご確認をいただくということであります。

その後に、もう尐し突っ込んだ、今後の展開について、自由意見を闘わせたいということ

で（３）が設けられております。一忚、そんな順番で議事を進めてまいります。 

では（１）ですけれども、報告事項について、事務局よりのご説明をお願いいたします。 

 

【中島農業政策課企画幹】 

農業政策課企画幹の中島賢生と申します。それでは、前回、ご説明をするようにという

ことでありまして、参考資料１ということで申し上げてございます「食と農業農村振興計

画達成指標について」ということで、現計画と次期計画の達成指標の関連等について、ご

説明をさせていただきたいと思います。 

現計画の達成指標のうち、第２期振興計画の達成指標としなかった項目についての考え

方について、ご説明をさせていただきたいと思います。まず一つでございますけれども、

技術的要因、それから国の施策転換などの状況変化によりまして除外した指標が３項目ご

ざいます。水稲直播栽培面積ですとか、水田経営所得安定対策の加入面積、それから農産
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物輸出量等でございます。 

水稲の直播につきましては、雑草性の赤い米というのが入ってしまうというふうなこと

で、その防除技術が確立してないため、その防除技術を先行しよういうふうな考え方であ

ったり、それから水田経営所得安定対策については、制度が改正になりまして、農業者戸

別所得補償制度に移行していると。それから農産物の輸出量につきましては、福島原発の

事故を受けまして、中国等で輸入規制の状況になっているということで、輸出環境が大変

不透明になっているというふうなことで、この３項目については、そういった理由で引き

続き指標にしていないということでございます。 

それからもう一つが、目標にほぼ到達しまして施策誘導がほぼ完了した指標、４項目、

記載してあります。ＨＡＣＣＰのシステムに対忚した乳業・食品加工施設ですとか、家畜

排せつ物処理の施設化率につきましては、おおよそ目標としている目標に到達したという

ことでございます。 

それから、新たに設定した指標等により効果を把握するために除外した指標、10項目ご

ざいます。主なものは、２段目の最後のほうに書いてあります残留農薬検査数ですとか、

それからその下の後半のほうにある化学肥料の使用量、それから化学合成農薬の使用量等

でございます。 

それからもう一つが、毎年の進捗管理が困難もしくは実績による効果がわかりにくい指

標ということで、８項目を挙げさせていただいています。中山間地域での農道等の整備延

長ですとか、生態系・景観に配慮した水路整備等、それから観光農園数等でございまして。

特に観光農園につきましては、国の農林業センサスを使っているんですが、この調査が５

年に１回というふうなことで、なかなかその実績が把握しにくいというふうな理由でござ

います。 

このほか、他の計画で目標管理する指標として６項目。食事バランスガイド等の利用率

ですとか、２段目の後半にあります女性農業委員の複数選出市町村数と。こういうものに

ついては、他の県の指標の中で管理をしていくということで、次期計画に位置づけていな

いということでございます。 

これらの項目につきましては、※印のところに書いてございますけれども、第２期の計

画におきましてもきちんと進捗管理を行いまして、施策を進める上でのデータをして活用

していきたいというふうに考えております。 

２ページのほうをお願いいたします。ただいま説明をいたしました状況を、現計画の達

成指標ごとに書いてございます。表頭の後半のほうに書いてありますが、「◎」が同じ内容

で次期計画でも設定するということ。それから「○」については、内容を充実、一部変更

あるいは統合をして設定しているもの。それで「×」がついているものは、ただいま説明

した理由によりまして、次期計画では位置づけていないということでございます。 

それで、その中で11番、12番のところにちょっとかぎ括弧でくくってありますけど、こ

のりんご３兄弟、それからぶどうの「ナガノパープル」については、両方とも果樹のオリ
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ジナル品種というものにかかわるものでございまして、同じ性格の指標ということで、次

期計画においてはこの２つを統合して１つにくくって指標として位置づけたということで

ございます。以下、幾つかかぎ括弧でくくってあるものがございますけれども、そういっ

た理由で措置をしてございます。 

４ページのほうをお開きいただきますと、一番下に、第２期計画で新たに位置づけた指

標項目ということで、８項目を申し上げてございます。この８項目と現計画の達成指標を

引き続き指標として位置づけるもの、21ございますけれども、合わせて、次期計画におき

ましては、29項目の達成指標を位置づけているということでございます。説明は以上でご

ざいます。 

 

【茂木会長】 

引き続き、その報告事項、お願いいたします。 

 

【赤羽農産物マーケティング室長】 

農産物マーケティング室長の赤羽昭彦です。参考資料２の「農業産出額全国順位上位・

上昇道県の特徴等について」、ご説明させていただきます。まず１の農業産出額の順位変動

につきまして、農業産出額の順位の推移のグラフをごらんください。１位から４位までの

上位を維持している道県、北海道、茨城県、千葉県、鹿児島県で、この４道県で変動はほ

とんどありません。 

順位が下がっている県ですけれども、長野県が平成３年の５位から22年には10位に、新

潟県が６位から８位に下がっております。順位が上がっている県ですけれども、青森県が、

グラフにはありませんけれども、平成３年の15位から９位に、熊本県が９位から５位に、

宮崎県が８位から６位に上がっております。 

次に２の上位10位道県に共通する特徴ですけれども、１つは、耕地面積が多く、農業基

盤が強固であること。２つ目は、野菜と畜産の主産県であることです。こうした特徴から、

３の順位の変動に対する考察をいたしました。 

１つは、畜産の主産県は、施設整備された大規模経営が多く、畜産の産出額がほとんど

減尐してないということが挙げられます。具体的には、産出額が全体に下がっている中、

平成３年度比で、熊本県では97％、宮崎県では88％、鹿児島県では96％と、ほぼ20年前と

同じ水準を維持しております。 

２つ目は、茨城県、千葉県については、首都圏である大消費地への食料供給地、いわゆ

る首都圏の台所として確立していることが挙げられます。 

裏面をお願いいたします。３つ目ですけれども、青森県は、畜産や果実を維持しながら、

米の生産調整対策と合わせて、米から根菜類等の野菜への品目転換を図ったことが挙げら

れます。 

この３つの考察を踏まえまして、本県と比較する対象県を、アとしまして、園芸品目の
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産出額が中心で品目構成が類似している県。イとして、順位変動が尐なく、もしくは順位

が上がっている県の２つの条件で絞り込みを行いました。結果、対象県は、茨城県、千葉

県、青森県の３県といたしました。 

次に４の茨城県、千葉県、青森県の特徴について、ご説明申し上げます。１つは、野菜

の市場出荷割合を調べた結果です。茨城県、千葉県、青森県の野菜の産出額のうち、東京

都・名古屋市・大阪市の三大市場への野菜の出荷割合は、およそ25～30％くらいですけれ

ども、本県が約50％であることと比較すると、市場出荷割合が尐ないです。 

２つ目ですけれども、青森県庁及び千葉県庁、それから東京・名古屋・大阪の中央卸売

市場の関係者から聞き取った結果ですけれども、首都圏に野菜を供給していた東京都・神

奈川県・埼玉県のシェアが、昭和35年に47％あったものが平成17年には23％まで低下いた

しまして、これにかわりまして茨城県・千葉県が首都圏の台所として台頭してきたという

ことです。 

３つ目ですけれども、千葉県の平成２年の野菜出荷先は68％が卸売市場であったものが、

平成17年には46％に減尐し、全国に先駆けて実需者と直接取引をするタイプの組織が台頭

してきたということであります。説明は以上でございます。 

 

【茂木会長】 

ありがとうございました。眺めてみると、いろいろ感想はあろうかと思いますけれども。

分析的なところまで踏み込んでご報告いただきまして、ありがとうございました。何かご

質問とかございますか、よろしいですか。また、見ていただいて、ご意見といいますか、

特に解釈ですね。参考にどうしていくかというようなところについては、後ろの（３）の

今後の推進のところで、また、ご意見をいただければありがたいと思います。ここでは報

告事項ということでございます。 

 

（２）第２期長野県食と農業農村振興計画（答申案）について 

 

【茂木会長】 

では次の（２）、これがいよいよ本会の中心議題でございますけれども、第２期長野県食

と農業農村振興計画（答申案）について。これに関しましては、先ほど確認いたしました

けれども、前回までご提出いただいた議論を、それなりにきちっと埋め込んでいただいた

ということでありますので、その辺の内容について、思わぬ齟齬（そご）がないかどうか、

各委員の先生方のご見解と突き合わせをしていただければと思います。 

それから各地区部会からの計画につきましては、それぞれご報告いただくということで

ありますけれども、何分、限られた時間の中での10地区でございますので、ポイントを絞

った形で、ご報告、ご披露をいただければと思います。では事務局のほう、よろしくお願

いいたします。 
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【中島農業政策課企画幹】 

それでは、ご説明をさせていただきたいと思います。「資料１関連資料」と右肩に書いて

あるＡ４判の１枚紙、「第５回食と農業農村振興審議会等における修正意見」というものと、

それから資料１と書いてございます本冊で説明をさせていただきたいと存じます。 

前回の審議会以降において、意見をちょうだいしたものをまとめさせていただいたもの

が「資料１関連資料」というものでございまして、そこに記載してありますご意見をちょ

うだいしたところでございます。 

１つは、達成指標に、集落営農組織を位置づけるべきではないかというご意見でござい

ます。本冊、冊子のほうの18ページでございますが、こちらのほうに集落営農組織数とい

うことで、達成指標として位置づけさせていただきました。 

それから２つ目の意見、りんご新わい化栽培は、栽培適地へ導入することが必要という

ことをいうことでございまして、29ページでございます。29ページの上のほうのところに、

「適地適作」というところに下線を引いてございますけれども。りんごの新わい化につい

ては、多雪地帯の導入が困難ということでございますので、「適地適作」という文言を追加

をさせていただいたところでございます。 

それから３つ目のご意見でございますが、本県のぶどう生産の大半を占める「巨峰」で

すとか、そういった基幹品種についてもやはりはっきりわかるような記載が必要というご

意見でございましたので、同じページの29ページの２つ目の丸のところに、「ふじ」や「巨

峰」ということで、本県の基幹である「ふじ」「巨峰」、これを具体的に追記をしたという

こととともに、66ページを、ちょっと飛んで申しわけございませんが。 

66ページには、これ、作物別の振興方針を記載してございますが、その中の中段のとこ

ろにございますりんごとぶどうのところに、それぞれ、りんごでは「ふじ」、それからぶど

うでは「巨峰」ということについて、はっきり記載をさせていただいたということでござ

います。 

それから４つ目のご意見、信州黄金シャモのと殺場の整備あるいは品質の安定化が必要

というご意見をちょうだいいたしました。40ページのほうをお願いをいたします。40ペー

ジのところの上段のところに下線が書いてあります。県内の関係者と連携して効率的な食

鳥処理について検討を進めるということで、県内に現在３カ所の処理場があるわけですが、

そこの関係者の皆様と、そういったことについて検討を進めていきたいということで記載

をさせていただきました。 

それから次のご意見は、「土づくり」あるいは「資源循環」等の記載が必要というご意見

をちょうだいいたしました。43ページをお願いいたします。環境にやさしい農業の取組拡

大ということで、「土づくり」という文言をはっきり記載させていただいたとともに、その

一番下に資源循環の推進という項目立てをさせていただいておりますが。今までの中で、

こういった資源循環について十分な説明ができていなかったということで、こちらのほう
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に従前から記載をしてあるということで、ご理解をちょうだいをしたいというふうに思い

ます。 

それから次が、農村の持つ歴史、文化等についての記載が必要ということでございまし

て、80ページをお願いをいたします。ここの現状認識の中に、農村の持つ文化の状況等を、

その認識として書かせていただいたということで、地域の住民に継承されてきた伝統芸能

や食文化あるいはお祭り、こういったものが、なかなか伝承が困難になりつつあるという

記載をさせていただき、そういった認識のもと、この対忚を考えていくということにさせ

ていただいております。 

あわせて84ページのほうにも、84ページですけれども、その中のふれあいの場づくりの

中に、後段のほうに、農業の営みとともに農村で継承されてきたお祭りなどの伝統行事や

文化への理解の醸成を進めるということを記載をさせていただきました。 

それから次のご意見ですけれども、東北地方太平洋沖地震あるいは長野県北部の地震の

経験ですとか、大変心配されております南海トラフにかかる地震の発生を踏まえて、防災・

減災への備えが必要ではないかというご意見をちょうだいいたしました。92ページのほう

をお願いいたします。92ページのところに下線をしてございますように、３月11日に発生

した東北地方太平洋沖地震ですとか、そういった地震の、経験のないような被害をもたら

したということですとか、長野県北部の地震でも大変大きな被害を受けたと、こういった

状況を記載をさせていただいて。 

それから98ページのほうでは、98ページのほうをお願いいたします。98ページの柱立て

が安全で快適な農村環境の確保と防災・減災ということで、従前の柱に「防災・減災」と

いうことを追加させていただいて、そのことをはっきりさせていただいたということとと

もに、展開する施策の中に、幾つか記載をさせていただいております。地すべりを防止す

るための防止施設の設置ですとか、農業用水利施設の耐震改修を進める点。あるいは下か

ら２つ目のポツにありますけれども、降雤による農地の湛水を防止するための排水機の補

修・更新。 

さらには99ページのほうへ行きまして、土砂の流出防止あるいは国土保全機能が十分に

発揮されるように、農地を適切に管理するという視点も必要ということで、遊休農地の解

消等々の文言を追加したところでございますし、その下の丸の中では、排水機場あるいは

頭首工などの施設の管理者に対しまして、リスクマネジメント行う研修あるいは指導等も

行っていくと、こういった文言を追加させていただいて、ご意見について、反映をさせて

いただいたということでございます。 

もう一つ、信州プレミアム牛肉のえさは自給飼料で行うような工夫が必要というご意見

をちょうだいいたしました。106ページをお願いいたします。ここに、プロジェクトのとこ

ろでございますけれども、従前ですと園芸のプロジェクトのみであったわけですけれども。

畜産というのは、飼料を多く輸入飼料に依存しているというふうなことで、最近の飼料高

騰によって経営が悪化しているというふうなことで、畜産にかかわるプロジェクトという
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のを新たに設定をさせていただいて、プロジェクト名も記載のとおりに改めさせていただ

きました。 

107ページのほうの（４）として、自給飼料増産プロジェクトということで、その点々の

四角に書いてありますように、良質な自給飼料の増産、利用拡大によるプロジェクトとい

うものを設定をさせていただいて、具体的には、県下の基幹となりますコントラクター、

飼料生産の受託組織ですけれども、こういったものが幾つかございますけれども、そうい

ったところの連携強化によりまして、良質な自給飼料の県内広域流通体制を構築するです

とか、それから自給飼料を活用したこだわりのある畜産物、これもプレミアム牛肉も一つ

というふうに思いますけれども、そういった自給飼料で育てた豚、鶏卵、肉牛、これは飼

料米ですけれども、そういったものについても支援をしていくということで、新たに畜産

のプロジェクト項目を追加をさせていただいたということでございます。説明は以上でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 

【茂木会長】 

ありがとうございました。一忚、前回までの議論で、意見として出されたものについて、

具体的に計画の中に盛られたということで、私も確認をいたしましたけれども。実際問題

としては、これまでの説明が要約版でやられていたせいで、実は中にしっかりと書いてあ

ったというところもありますし、あるいは、今回、新たにつけ加えていたところも、おそ

らく見方によっては、丁寧過ぎるとか、あるいは逆に粗過ぎるとか、そういう評価はある

かもしれませんけれども、計画あるいは行政文書として、項目あるいは単語、文章が埋め

込まれているということをご確認いただければ、あとは具体的な振興の中で、現実的にさ

まざまに展開できるということでございますので。そういうことで、確認漏れがないかど

うか、お目通しいただければと思いましたけれども、よろしゅうございますでしょうか。 

では各地区部会の報告をお願いいたします。 

 

【佐久地域：上杉農政課長（佐久地方事務所）】 

佐久部会事務局長の上杉壽和でございます。それでは、第６章の地域別の発展方向につ

きまして、ご説明いたします。各地区部会では、昨年度から計４回にわたり検討を行い、

県審議会から示されました「次期計画の骨子」、前回審議会で審議されました計画素案を踏

まえまして、この９月から10月にかけまして、各地区部会において策定したものでござい

ます。 

118ページをお願いいたします。佐久地域の発展方向について、説明させていただきます。

佐久地域は、グラフのとおり、全国的にも有数な八ヶ岳・浅間山麓の高原野菜を初め、水

稲や畜産業も盛んで県内一の農業地帯でございますが、課題も多く抱えております。 

主な課題といたしましては、地域農業の担い手の確保であります。当地域は他地域に比

べ新規就農者が多いわけですが、地域によって偏りが見られ、今後はさらに重要課題にな
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るととらえております。 

また、今年は、基幹品目のレタス・ハクサイが供給過剰となり、シーズンを通して価格

低迷、圃場廃棄対策が長期にわたり実施されるなど、需要に忚じた品目や量が供給できる

産地への強化も重要課題となっているところです。 

このような課題を解決し、将来の姿としましては、大規模経営体に加え、新規参入者な

ど意欲ある農業者が中心となって、野菜、米、畜産に加え、果樹や花き等、農畜産物の総

合供給基地として、長野県はもとより、全国屈指の農業地帯となっていることを描いてお

ります。 

この将来ビジョンに達成に向かい、６つの項目に重点的に取り組むこととしますが、そ

のうちの３つについて、説明させていただきます。１つ目は119ページ、重点戦略１、意欲

ある経営体の確保・育成でございます。市町村ごとに担い手の確保目標を定めるなど、新

規就農者を確保する体制づくりを支援するほか、農業者の経営力向上を図り、企業的農業

経営体へのステップアップを支援してまいります。 

２つ目は、重点戦略２、競争力と持続性の高い野菜総合供給産地づくりです。引き続き

レタスやハクサイでは高い全国シェアを維持するため、気象変動や連作障害を克服すると

ともに、多様化する顧客のニーズに忚じた新たな品目生産にも取り組み、消費者に求めら

れる産地づくりをめざします。 

３つ目は121ページ、下の重点戦略６、農村の活性化と食と農業への理解の推進です。佐

久地域は、大都会に、距離的にも、時間的にも近いことから、農作業やそば打ち体験等に

より都市住民との交流を促進し、農村の活性化を図るとともに、児童・生徒等の農業体験

による食育等、交流をキーワードに推進してまいります。 

残り３つと合わせまして６つの重点戦略で、15の達成指標を設定し、118ページに戻って

いただきまして、上段にございます「太陽 水 大地～人と豊かな恵みで築く佐久の農業・

農村」をキャッチフレーズに推進してまいりたいと考えております。 

 

【上小地域：清水農政課長（上小地方事務所）】 

続きまして、上小につきまして、清水真巳と言いますが、よろしくお願いいたします。

122ページをお開きいただきたいと思います。上小の地域の発展方向につきましては、人が

高齢化して、自給的農家比率が高いと。それから農地につきましては、遊休荒廃農地率が

高いと。それから産出額つきましては、いずれも下がってきているということで、これも

県の平均を大幅に上回っているということで、大きな課題がございます。これらの課題を

解決するために、123ページの重点戦略１の担い手以降、５つの重点戦略に取り組んでまい

ります。 

まず、担い手の関係でございますが、新規就農者を確保するための県の里親制度や人・

農地プランの実現、ＪＡの子会社の活動を支援しながら経営継承を支援してまいります。

また、地域の農業の柱となります企業的農業経営体の資質向上を支援いたします。また、
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上小の農業の元気のもととなっております女性農業者グループの多様な活動を支援してま

いります。 

生産対策につきましては、重点戦略２と３になりますが、実需者ニーズに対忚した米、

畜産物、それから３の高品質な農産物の生産でございますが。特に園芸品目につきまして

は、恵まれた立地が生かし切れていないといった反省点から、関係機関との合意に基づい

て、重点品目を絞り込みまして、これの生産拡大を行っていくと。これらは、エコファー

マー、ＧＡＰとあわせて推進を図ってまいりたいと思います。 

125ページへまいりまして、重点戦略４の農村資源の活用、これは上小の特徴の一つでご

ざいます。直売所の魅力の向上を図り、地元の観光あるいは給食などと結びついた「おい

しい信州ふーど（風土）」の利用拡大。それから、近年、注目されておりますワインの産地

化などにつきまして、進めてまいりたいと思います。 

加えまして遊休農地の解消に向けた支援も行いまして、122ページの上段にございます、

元気で熱いといいますか、「人・歴史・風土が紡ぐ豊かな上小農業」の展開を図ってまいり

ます。以上であります。 

 

【諏訪地域：上條農政課長（諏訪地方事務所）】 

諏訪地区部会の上條利之と申します。よろしくお願いいたします。私のほうからは、126

ページ、ご案内のとおり、後ほど読んでいただきまして、私ども、進めていきますプロジ

ェクトの関係につきまして、ご説明させていただきます。 

資料127ページの関係でございますが、重点戦略１と２というようなことで、私どもの地

域につきましては、八ヶ岳の西麓地域、それから諏訪湖の周りの湖周地域というようなこ

とで、２つの地域が、それぞれ違う農業のほうの展開をしようとしておりますので、その

違いを、それぞれごとに伸ばしていこうというようなことで重点戦略を設けてあります。 

１つの、重点戦略１、西麓のほうの関係につきましては、長野県の代表的な産地になっ

ておりますセルリ、トルコギキョウ、こちらのほうの出荷量の確保を図っていくという、

こんな計画をしております。特に、ここにございます、推進方策のセルリのところにもあ

りますが、最近の温暖化気象の関係で高温対策が必要になっておりまして、被覆資材、そ

ういうものを開発したりしまして、この単収のアップを図っていくという、こんな計画を

しておるところでございます。 

それから下段のほうの諏訪湖湖周の関係につきましては、大規模な稲作経営が進んでい

る地域でございます。特にここの指標にございますように、３ha以上を経営しております

経営体に農地を集積していこうという、こんな計画をしております。現状、22年度147ha

とございますが、これが大体４割くらいが、今、集積されておりまして、県の目標として

おります51％まで、この29年は上げていこうとこんな計画をしているところでございます。 

それから128ページの関係でございますが、重点戦略３の関係で人づくりの戦略でござい

ます。ここの中で特徴的なことは、推進方策のところに、真ん中に、円滑な経営継承支援
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の仕組みづくりの支援というようなことがございます。ご案内のとおり、経営資産につき

ましては、特に栽培技術ですとか経営管理のノウハウ、これをいかに伝承させていくかと

いうことが大事な内容になっておりまして。特にこの諏訪の地域につきましては、キクの

名人というような、そういうレベルの方がおいでになっておりますので、このキクの名人

の皆さんたちの栽培技術や、それから経営を管理するそういうノウハウ、そういうものを

何とか若い皆さんに伝達するような、そういうところから進めて、将来的にはこの経営資

産の継承という、そんなところまで仕組みづくりをしてまいりたいと思っておるところで

ございます。 

それから重点戦略４の関係につきましては、諏訪湖と共生する農業ということで、肥料

の量の削減ということをめざして進めてまいりたいと思っています。 

それから資料129ページの重点戦略５の関係でございますが、これは商品づくり、それか

ら事づくりというような、物語をつくっていこうというような対策を打っていこうという

ことでございます。特に農作業体験ですとか対面販売、こういうところに力を入れていこ

うということでございます。 

それから重点戦略６の関係でございますが、こちら、農村づくりの対策というようなこ

とで、特に達成指標にございますが、野生鳥獣の被害がやはり多くなっておりまして。こ

の管内、その防護柵が延長155キロになっておるわけでございますが、まだ被害があるとい

うようなことで、その対策、設置と。それから広域的な捕獲対策、そんな点を進めていこ

うということで、金額的にも３割くらい、現状から減らしていくような、そんな指標をも

って進めていこうと思っております。以上でございます。 

 

【上伊那地域：中島農政課長（上伊那地方事務所）】 

上伊那ですけれども、130ページからお願いいたします。上伊那地区部会の事務局長を務

めております中島と申します。まず上伊那地域の農業の特色でございますけれども、上伊

那地域は南アルプスと中央アルプスに囲まれておりまして、真ん中に天竜川が流れており

ます。天竜川河岸段丘地域に耕地が広がっておりまして、平坦な水田地帯と西部の畑作地

帯に大別されております。 

当地域では、水稲栽培が昔から多かったということもありまして、集落営農組織による

生産体制が全市町村で整備されておりまして、先進的に進められてまいりました。また、

園芸品目では、アルストロメリア、カーネーションなどを代表とします花き栽培が行われ

ておりましたし、畜産農家も多いというのが特色でございます。 

次に、めざす将来のビジョンでございますけれども、記載のとおりでございますけれど

も、多彩な担い手が収益性の高い農業を営んでいる。集落営農組織がさらに充実し、野菜

の総合供給産地として発展している。地域特産物の生産振興や６次産業化が進んでいると

いうようなものを主なビジョンとして描きました。 

次に重点的な取組でございますけれども、まず重点戦略１に担い手に関するものを掲げ
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てございます。農業経営体の育成につきましては、県下共通するものでして、上伊那地域

でも取り組んでまいるということです。 

それから重点戦略２の集落営農組織の育成につきましてですけれども。先進的な集落営

農組織の取組であるがゆえに、その組織の担い手がいよいよ高齢化してきまして、組織の

維持が困難となっているというのが現状の中で、集落営農組織の新たな担い手やリーダー

の育成。その上で、土地利用型作物に加えまして、収益性の高い園芸品目の導入や加工と

いった多様な事業展開をさらに進め、集落営農組織の維持・発展を支援するという計画と

いたしました。 

続いて生産振興に関するものにつきましては、３、４、５と３項目掲げてございます。

３の野菜の生産振興ということですけれども、達成指標にありますように、今、白ねぎ、

アスパラガス、ブロッコリーと、またほかにも軽量品目等、野菜を広げて拡大していこう

というようなことで進めておりまして。これらの生産拡大とあわせまして、加工・業務向

け野菜と契約栽培など、多元的な販売による野菜供給産地の育成をめざしております。 

それから４の花き・果樹・畜産の生産振興につきましては、記載のとおりでございます

けれども。推進方策の丸の下から２番目に記載してありますように、今、課題となってお

ります高齢農業者から新たな担い手に経営の継承が円滑に行われるというようなシステム

の構築について、取り組んでいきたいと考えております。 

続いて重点戦略５、特産物の生産振興と６次産業化の推進につきましては、記載のとお

りでございます。 

６につきましては、耕作放棄地発生防止対策、それから非常にこう地域で課題となって

おります鳥獣被害防止対策について、計画をしてございます。上伊那につきましては、以

上でございます。 

 

【飯伊地域：矢島農政課長（下伊那地方事務所）】 

下伊那部会の事務局長の矢島悦子でございます。よろしくお願いいたします。飯伊地域

の発展方向でございます。134ページからごらんください。テーマは「食・人・文化 新た

な出会いが生み出す南信州農業」です。これは、産業・経済・文化の交流の交差点である

南信州の立地特性、それから歴史にかんがみ、一層この動きを活性化し、新たな夢を生み

出そうという目標を掲げてございます。 

地域の特性でございますけれども、ご承知のとおり、この地域は、山間傾斜地、小規模

多品目が非常に一見弱みでありながら、広い県下で、ここにしかない、またここだからで

きる農業があるという強みのあるところでございます。また、大消費地に近い県境である

ことも有力な魅力でもあります。特に高速交通網整備の長期展望も見えてきた中で、これ

らを見据えた新規者の参入が既に活発に始まっております。 

そこで全体といたしましては、担い手の着実な確保、立地の利点を最大限に生かした多

様で柔軟な営農の展開を、めざす将来ビジョンの柱として掲げ、一層進めていきたいと思
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っております。 

具体的には、135ページから６項目、重点的な戦略を掲げてございます。まず担い手の育

成でございます。特に果樹産地の継承が、果樹産地維持が非常に、今、急務な課題として

浮上しております。モデル地区等からその打開への取組を進めてまいりたいと思います。 

次、生産拡大の面です。主要品目であるりんご、なし、かきの効率的な生産、有利販売

等に向けまして、新技術の導入ですとか、また関係機関の機能発揮をさらに図って、新規

担い手の確保の勢いにもつなげていきたいと思います。 

そして野菜です。標高差などを生かした、具体的には記載にございますけれども、多様

な品目の組み合わせや、また市田柿などの果樹やきのこなどとの複合経営の誘導など、豊

富な取組のスタイルの提案、支援を積極的に行っていきます。 

次に農畜産物のブランド化や６次産業化の推進です。非常に価値の高い農畜産物資源が

ある一方で、その生産基盤の弱さが課題です。緩やか、また小規模ではありますが、継続

性のある産地づくりに地道に取り組んでいきたいと思います。 

続きまして住みよい農村地域づくりです。地域や集落ぐるみによる鳥獣害への対忚、ま

た集落社会の機能の維持である共同活動の仕組みづくりや運営などでは、ハード・ソフト

両面から、記載のとおり、両面から支援を行っていきたいと思います。 

終わりに地産地消に根づいた食文化の伝承や実践では、年間20万人に及ぶ都市などから

の交流人口の実績がある地域でございます。今後より充実した交流にするために、その受

け入れ農家や地域の体制を強化する支援を積極的に進めるとともに、南信州における「お

いしい信州ふーど（風土）」の意識の浸透と定着にも力を入れてまいりたいと思います。以

上で飯伊地域の発展方向の説明を終わります。 

 

【木曽地域：雫田農政課長（木曽地方事務所）】 

木曽地区部会事務局長の雫田幸和でございます。木曽地域の農業・農村の発展方向につ

きまして、ご説明をさせていただきます。138ページをお願いをいたします。まず木曽地域

の農業・農村の特徴的なところでごさいますけれども、木曽は典型的な中山間地域でござ

いまして、その立地条件を生かした特徴的な農業生産が行われているところでございます。 

具体的には「御嶽はくさい」、「木曽子牛」、これが木曽の農業の中心でございまして、農

業生産額は、約22億円というところでございます。そして、「すんき」、「ほうば巻」、「赤か

ぶ」など、全国的にも有名な郷土食。それから木曽は非常に元気な女性が多ございまして、

農村女性グループによります地域食材を活用しました「ふるさとの味」が提供されている

ところでございます。それから木曽牛など新たな木曽ブランドづくりも取組を行われてお

りますし、それから木曽は観光地ということで、木曽ブランドという形で確立をしており

ます。年間300万人近い観光客が訪れる地域でもございます。 

そういった木曽の地域特性を踏まえた上で、めざす将来ビジョンを検討したところでご

ざいまして、キャッチフレーズは、「地域で支え合い、育む木曽ブランド」ということで、
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人、農業生産、地域活性化、農村振興と、そういったことにつきまして、６つの将来のイ

メージを138ページのところに記載してございます。 

このビジョンを達成するために、６つの重点戦略を策定しております。まず、農業生産

を拡大すること。それから観光地の木曽、これを生かした農業・農村振興を図っていくこ

と。それから住みよい農村と農業・農村の維持継承、この３つが大きな基本目標だと考え

ているところでございます。そして、これを支えるのが人でございまして、人づくり、仕

組みづくりがこのベースにあるということ。そして、これらに対しまして、マーケティン

グの視点から戦略を練ってきたというところでございまして、139ページから141ページま

で、重点的な取組方向が、戦略、６つほどの載ってございますが、特徴的なものを３点ほ

どご説明をさせていただきます。 

重点戦略２の木曽ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の振興ということでござい

まして。生産支援対策、それから販路開拓、飼養管理技術、そこら辺のところにつきまし

て、しっかりと実施をしてまいりたいということ。 

140ページをお願いします。重点戦略３でございますが、木曽オリジナルブランドの確立

でございます。「御嶽はくさい」、「木曽子牛」、これに続くブランドをつくりたいというこ

とでございまして、施設型の農産物、スイートコーンなどを育成をしていきたいという目

標を掲げているところでございます。 

それから重点戦略４でございますが、中山間地域の特性を生かした元気な農村づくりと

いうことでございまして、木曽にあります直売所、加工所の活性化、それから木曽牛、そ

ば、すんき、こういった地域特産物がございますので、これのブランド化を進めていきた

いと。それから観光との連携を図っていきたいというふうに計画をつくったところでござ

います。 

以上、３つを説明させていただきましたけれども、重点戦略は６つございますけれども、

これを着実に実行していくために、戦術をしっかり練った推進方策を策定をして、農政、

普及活動を展開してまいりたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

【松本地域：小穴農政課長（松本地方事務所）】 

続きまして、松本地区の発展方向について、説明を申し上げます。私は松本地区部会の

小穴善一でございます。資料の142ページをお願いしたいと思います。キャッチフレーズに

つきましては、「Ｍａｄｅ ｉｎ 信州まつもと つながる食と農－美しいふるさとへ」とい

たしました。 

グラフにもあるとおり、平成22年の松本の農業産出額につきましては460億円、このほか

に「信州サーモン」など水産物で約11億円の生産があり、すべての農産物がそろう産地で

ございます。「Ｍａｄｅ ｉｎ 信州まつもと」のキャッチフレーズのもと、地域が一体とな

ってプロモーションを行い、またこれを進めることが、地域の魅力、また総合力がさらに

強まるものと考えております。 
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次にめざす将来ビジョンでございますが、「持続的な農業・農村」、「選ばれる産地」とい

たしまして、キーワードはベストミックスとマイファームということにいたしました。「若

手農業者と高齢農業者」といった労働力、あるいは「土地利用型と施設型」、また「観光と

農業」など、地域の資源が最大限に生かされる最適な組み合わせ、つまりベストミックス

により農業が営まれている地域となっていること。また、「選ばれる産地」では、「信州ま

つもと」の農産物を自分の農場、あるいはふるさとのように感じて忚援いただける、そん

な産地になっていればというふうに思っております。 

重点戦略としては、下にフロー図がありますが、６項目を挙げました。これらを的確に

推進することが、キャッチフレーズの副題にあります「つながる食と農－美しいふるさと

へ」とつながるものと考えております。 

次に特徴的な項目について、説明をいたします。143ページをお願いしたいと思います。

戦略１では、人・農地プラン策定に当たり、ベストミックスの視点で支援を行ってまいり

ます。 

戦略２、また144ページになりますが、戦略３につきましては、「選ばれる産地」として

当然の取組かと考えております。 

次に戦略４でございますが、「おいしい信州ふーど（風土）」とともに、地域と一体とな

ったプロモーションできる組織化、あるいはサインの制定を考えております。 

145ページをお願いします。戦略５では食育を取り上げました。地区部会の中で一番意見

の多かった部分でございまして、子どものころから食の大切さを認識されるような取組を

行っていきたいと思います。 

最後に戦略６でございますが、中山間地域の農業活性化には、条件不利地でも経営が成

り立つ高収益な施設農業の導入が必要と考えております。これらをしっかり支援していき

たいというふうに考えております。以上、松本地域の説明といたします。ありがとうござ

いました。 

 

【北安曇地域：若林農政課長（北安曇地方事務所）】 

北安曇部会事務局長の若林秀行でございます。資料146ページをごらんください。大北地

域の発展方向につきまして、ご説明をいたします。北安曇部会では、地域の発展方向の策

定に当たりまして、各市町村だとかＪＡの総合計画等と整合性を図りつつ、事務局で案を

作成いたしました。７月に開催した第１回の部会で素案を示した後、委員からのご指摘等

を踏まえまして、さらに市町村やＪＡ等のヒアリングを実施をいたしまして、今後、５年

間に、地域の農業振興のために新たに投資を行う計画だとか、新たな品目の導入計画など

を地域計画に盛り込みまして、去る10月15日に開催した第２回の部会でご審議をいただい

たところでございます。 

続きまして大北地域の発展方向は、資料に記載のとおり、「北アルプス山麓の恵みを活か

した農業農村の振興」をキャッチフレーズといたしました。 



 - 17 - 

次に地域のめざす将来ビジョンにつきましては、農地の利用集積や、地域の農業を支え

る農業経営体が生き生きと活躍している姿や、環境にやさしい農業が実践されている姿。

また、農業体験やワイナリーなどをめぐる体験ツアーなどに多くの観光客が訪れる、観光

と農業の相互連携が図られている姿などを描いたところでございます。 

次ページをお願いいたします。ただいまご説明いたしました姿の実現をめざしまして、

今後５年間の取組内容を６つの重点戦略としてまとめたところでございます。このうち大

北地域の特徴的なものといたしまして、３点、ご説明を申し上げます。 

記載の重点戦略２の付加価値の高い水田農業の推進にございますように、水田稲作地域

でございます大北地域におきまして、米価が下落傾向にある中で、環境に配慮した特色あ

る米づくりを進めることや、新たな取組といたしまして、水田を活用した、園芸振興に必

要な堆肥供給体制を確立していくことなどを計画をしているところでございます。 

148ページをお願いいたします。また重点戦略３の立地条件を活かした園芸産地づくりで

は、水稲プラスアルファといたしまして、付加価値の高い園芸作物の導入や、観光業など

と結びついた産地育成などを推進することとしております。新たな取組といたしましては、

ワイン用ぶどうの栽培拡大と高品質化、ワイナリーを活用した観光と農業の振興を図って

まいります。 

続きまして、下段の重点戦略４の北アルプス山麓ブランド等の地域振興への活用では、

従来から大北地域はすぐれた農畜産物加工品を、北アルプス山麓ブランドとして認定する

取組を行っておりまして、本年度から、オカワサビ等の試験栽培など、新たな特産品づく

りに取り組んでおりますけれども。引き続き北アルプス山麓ブランドにつながる新たな地

域特産物の掘り起こしや、新たな取組といたしましては、これらの農業・農村資源を観光

客の誘致に活用するなど、観光と連携した農業の振興を図ってまいることとしております。

北安曇地区部会からは以上でございます。 

 

【長野地域：東農政課長（長野地方事務所）】 

長野地区部会の事務局長を務めます東修です。長野地域の発展方向について、ご説明い

たします。150ページをお願いしたいと思います。キャッチフレーズは、「新・感・鮮でつ

なげよう長野のくだもの 人と技で支えよう長野農業・農村」です。果樹を前面に出しま

して、金沢まで延伸となる新幹線に対忚した農業をイメージしてあります。 

地域の概要は、農業算出額の40％が果樹、80％が果樹・きのこ・野菜の園芸品目の地域

でありまして、将来は、経営主を初め補助作業者を含めた多様な担い手が活躍し、樹園地

継承が進み、持続的で生産性の高い果樹産地が形成されることをイメージしております。 

151ページをお願いしたいと思います。重点的な取組の方向ですが、１つ目は、地域の特

色を活かした多様な経営体の確保・育成のため、経営の主となります新規就農者の確保・

育成や、果樹経営を支える作業支援者の確保と技術向上に向けた取組を支援していきたい

と思っております。 
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２つ目は、未来に挑戦し続ける競争力の高い果樹産地づくりのため、消費者ニーズの高

い県オリジナル品種の導入や、ぶどうの無核化、りんごの新わい化栽培の推進を支援して

おります。 

152ページをお願いをしたいと思います。３つ目は、恵まれた立地条件を活かした特色あ

る産地づくりのため、アスパラ、きのこ、トルコギキョウ等、世界や県下に誇る品目の生

産拡大や経営安定に向けた取組を支援していきます。 

４つ目は、地域資源の活用と新たな付加価値の創出による魅力ある農業・農村づくりの

ため、県内外で高い評価を得ておりますワイン用ぶどうの生産や伝統野菜の生産、６次産

業化の取組を支援していきたいと思っております。 

153ページをお願いをしたいと思います。５つ目は、中山間地域等の特性を活かした元気

な農業・農村づくりのため、地域ぐるみによる鳥獣害被害防止や遊休農地の解消、食文化

等、農村資源の活用の取組を支援していきます。 

６つ目は、環境との調和をめざした農村機能の充実のため、農業生産活動を通じて、集

落機能の維持や環境にやさしい農業の取組を支援していきます。長野地域からの説明は以

上でございます。 

 

【北信地域：相馬農政課長（北信地方事務所）】 

それでは最後に北信地域の発展方向について、北信地域部会の相馬と申しますが、よろ

しくお願いします。154ページですが、キャッチフレーズは、「輝く人と恵まれた自然を活

かした 心豊かで元気な北信州農業」というテーマであります。北信地域の特色としまし

ては、そこにグラフがありますとおり、きのこの生産が多く、次いで果樹ですとか野菜、

それから米等になっております。 

めざすビジョンにつきましては、水田農業につきましては、法人化ですとか集落営農等

の集積による良質米産地としてのブランド力の向上。それから園芸作物につきましては、

オリジナル品種等の導入による高品質な生産。それからきのこにつきましては、生産の拡

大のみならず、使用済み培地の再生利用ですとか飼料化等を展開していくということとし

ております。 

そのための方策としましては、155ページですが、まず１としましては担い手の関係、新

規就農者、それから定年帰農等、多様な担い手の育成、またそれに対する支援の強化。集

落営農組織の育成・支援等を挙げております。 

それから２点目としましては、人と環境にやさしい農業ということで、消費者から信頼

されるＧＡＰ手法の導入の推進ですとか、先ほども申しましたきのこの使用済み培地等の

関係を載せてあります。 

それから156ページ、３、個性輝く産地の育成ということでは、先ほど申しましたとおり、

県オリジナル品種の導入、それから原産地呼称管理等の導入によるブランドの向上。それ

から食味等を重視した米づくり。それから北信地域、アスパラガスの産地ということです
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が、高齢化、それから病害等によって減尐しておりますので、新たな技術の早期普及。そ

れからきのこにつきましては、需要減尐期に対忚した経営の複合化。それから全体としま

して６次産業化等による新たな需要拡大を推進することとしております。 

157ページをごらんいただきたいと思います。重点戦略４につきましては、高齢化等によ

りましてコミュニティの維持が困難でありますとか、農地、農業水利施設も古くなってき

ているというようなこともあります。そういうコミュニティの活性化に向けた地域ぐるみ

の活動への支援ですとか、水利施設の長寿命化等を図ることとしております。 

それから、最後、重点戦略５としましては、北信地域ということで、平成27年３月には

北陸新幹線が金沢まで開通となります。観光と連携した農業の推進ということで、食、そ

れから健康、体験、ふるさと等をキーワードに、観光と連携した農業等を進めていきたい

と思っております。北信地域の発展方向につきましては以上です。 

 

【茂木会長】 

各地区部会からのご説明は、以上でよろしいでしょうか。はい、ありがとうございまし

た。ただいま審議していただいております答申案、第５章までの確認は先ほどさせていた

だきました。第６章、地域別の発展方向ということで、それぞれ各地区部会、10地区、こ

れまで積み上げられた議論を、これも大変こちらの都合で申しわけないんですけれども、

Ａ３見開き２枚分、Ａ４・４ページの分量に統一するという形で、議論の中を集約してい

ただいて、かつ、また、ここにおいては、そのまたエッセンスをご報告いただくというこ

とで、本来、１地区、１時間ぐらいずつご報告いただければよろしいんですけれども。そ

ういうことで、大変ご無理な形でご報告をいただきましたけれども。一忚、審議会の各委

員の先生方、その要点については、しっかりとここで確認をさせていただいたと思います。 

またあわせて、これから先、その具体化していくときには、各部会で積み上げられた議

事等もあると思いますので、ここで不足する分については、それらも含めて補って具体的

な展開をしていきたいというふうに思います。具体的な展開につきましては、先ほど言い

ましたように、（３）のところでまた改めてご意見を賜りたいと思っております。 

では、以上、今回、一番、この第６回審議会の最終目的であります長野県食と農業農村

振興計画の答申案を事務局よりご説明いただきまして、それを委員の皆様にご確認いただ

きました。では、いかがいたしましょうか、特別ご意見がおありであれば承りますけれど

も、そうでなければ、本案をもって答申としたいというふうに思っております。いかがで

ございますでしょうか。 

 

【宮澤委員】 

遅れてきて申しわけございませんでした。各、それぞれの、今、地区のやつを聞かせて

いただいたんでございますが。この審議会は、あくまでも条例に基づいてなっているとい

うことを、各、それぞれの課長さんたち、忘れないでいただきたいと思うんですね。その



 - 20 - 

ときには、生産者の責務、それから生産団体の責務、それぞれが全部決まっているわけで

すよね。ですから、先ほどご紹介いただきました北安曇の事務局長さんみたいに、それぞ

れの市町村、それから生産者団体等々の、５年間の計画をしっかりとレクチャーして詰め

ると、こういうことをおやりになられたということはすばらしいことだと思っています。

それから５年間ということで、それぞれ、松本を初めとして計画を、まず松本が言い出し

っぺでしたけど、ずっとつくられたということはいいことなんですが。 

あの条例では、県もやれということを書いてありますけれども、今の説明を聞いていま

すと、県がやるというふうに聞こえて仕方がないんですよね。県がやるんじゃないですよ、

間違ってはいけませんね。いいですか、すべてあそこに書いてある責務は、事業者も含め

て、事業者でしょう、事業者ということは一般の農業関係の事業者。そういうものも含め

て、それぞれの責務を決めているんですよ。よろしゅうございますか。ですから、県がや

るというようなふうに聞こえた地区もございました。ここを間違わないでいただきたい。 

県の立場からすれば、あくまでもそういうような生産団体から始まって、生産者から、

流通関係者から、それぞれにしっかりとした、要するにアプローチをしながらまとめてい

くと。この作業をぜひともやっていただかなければなりませんし、そこで５年後の計画は、

必ずそれぞれ、それぞれでおつくりになっていらっしゃると思いますし、そういう中でま

とまってくると。だから底辺、すそ野から長野県の農業基盤、そして農村をぐっと上げて

いくという方向でこの地域計画というのはつくってもらいたい。 

だから、私、部会をつくったときに、これ、部会をつくらないでもいいじゃないかと県

のほうから言われたんですよ。しかし県議会が部会をつくったんです。私、まとめたんで

す。ですので、部会というのは、あくまでもそれぞれ10地域のまとめが全部県の計画にな

ると、こういうふうに思わないと、一切、県というところの農地はないですから、あくま

でも10広域のそれぞれの農地、農村に全部立っているわけですから、そこをよくよく理解

して進めていただきたいとこんなふうに思うんですね。キャスティングボードを握ってい

るのは、各、それぞれの部会の会長さんであり、その構成メンバーであり、そこがどうす

るかということの、あの条例に基づいて審議会をやっているんですから。条例は法律です

から、計画はどちらにしても、法律を守ってもらわなければ困る。ここの順序が逆になっ

ていないように、くれぐれもそこのところを要望しておくところでございます。以上です。 

 

【茂木会長】 

ありがとうございました。大体、ではよろしゅうございますでしょうか。私が最後に言

うのも口幅ったいんですけれども、大変いいご意見をいただきまして。県の成し得ること

というのは、やはり、それは隔靴掻痒（かっかそうよう：はがゆい）という部分もあると

思いますし、事業者がこう自主的に主体的に進めるのは当然のことでありますけれども。

今回、食と農業農村ということで、消費者の方々にも、それぞれの役割というか、あるい

は主体的なかかわりというか、それを強くお願いする形の振興計画で作成されたかという
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ふうに思います。そういう意味では、県民が全体として、全員一丸となって具体化にまい

進していくという方向性を、今、県議に確認していただいたというふうに思います。あり

がとうございます。 

それでは本案をもちまして、答申としてよろしゅうございますでしょうか、いかがでし

ょう。ではご賛同いただけるようであれば拍手をいただければと思いますが、いかがでし

ょうか。 

（拍 手） 

ありがとうございます。それでは、本会、全員一致で、本案をもって答申させていただ

きます。どうもありがとうございました。 

 

（３）今後の推進について 

 

【茂木会長】 

では議事、次でございますけれども、（３）ということで、議論するんですね。では、と

りあえず事務局のほうから、これに関連して情報等ございましたら、今後の推進について、

事務局のほうから確認事項がございましたら、ご提示をお願いいたします。 

 

【中島農業政策課企画幹】 

次第の５ページのほうをお願いいたします。食と農業農村振興審議会のスケジュールと

いうことでお示しをしてございますけれども、今後のスケジュールをご説明をいたしたい

と思います。 

本日、ご答申をいただいた後に、県というところに記載してございますが、11月の早々

には、県民の皆様からご意見をいただくパブリックコメントを実施をしたいというふうに

思っています。また、11月の議会には計画の概要を報告いたしまして、年明けからは、各

地区へ出向きまして、関係機関の方々、あるいは農業者の方々に対して、内容を説明をさ

せていただいて、２月には２月議会へ報告をさせていただいて、３月を目途に計画をつく

り上げるとそんな予定をしてございますので、ご承知おきいただき、またそれぞれのお立

場でご協力を賜りたいというふうに思っております。説明は以上でございます。 

 

【茂木会長】 

やや、行政マターとして、これからのスケジュールをご紹介いただきました。それでは、

尐しの時間ですけれども、今、先生方からいろいろご意見を、特に今後の取組という観点

でいただければと思いますが。 

確か前回、第５回の審議会のときに、今日は欠席するんだけれどもということで、園原

委員から、私、承っておりましたことは、所属するといいますか、代表する栄養士会です

ね。こちらのほうで、大会あるいは研修会、そういう会員組織を糾合した集いがしばしば
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あると。その中に、今回のこの長野県食と農業農村振興計画を具体的に盛り込んで、議論

する場をつくっていきたいと。それによって、栄養士さんと農業・農村の交流を活発に推

進していくという、そういう表明をいただいておりますので、一忚、私、かわって皆さん

にお伝えさせていただきます。 

それでは、どうしましょうか、前回、ご欠席をされた方からとりあえずご発言をいただ

いて、さらにその後、お時間があればほかの方にもご意見をいただければと思いますけれ

ども、よろしいですかね。それでは荻原委員、よろしいでしょうか。特にこれからの取組

について、何かご示唆いただければと思いますが。 

 

【荻原委員】 

そうですね、今の現状を確認して、どうしても、各地域の人任せになってしまわないよ

うな、やっぱりいろいろな方の意見というのがそれでも出てくると思いますので、それを

きちんと目標につなげていかれるような、酌み上げていかれるような活動につながってい

けばいいのかなと。正直なところは、こういう審議会、初めてでしたので、私、個人の意

見でどうにかできるものではないということはわかってはいましたけど、どこかにエッジ

が立たないようにしかならないものなんでしょうから、でもエッジを立てないとなかなか

事というのは動かないと思いますので。そのエッジというのがいろいろなところで出てく

ると思うんですね、一つの地域でも。そういったものもきちんと酌みながら、のせながら

進めていかれればいいのかなと。これでまったりとしたものになっているから、まったり

としているという意味ではないですけど、これで決まっているから、こういうふうにやっ

ていくんだってつぶしていってしまうような形にならないように、進めていかれればいい

なということを思います。 

 

【茂木会長】 

ありがとうございます。荻原委員の実践例が、かなりこの全体の中のモデル例としてイ

メージされている部分もあると思いますので、荻原委員のエッジの立て方に負けないよう

に、信州全体が頑張っていきたいと思います。ありがとうございます。 

では、まさに一番中核的な当事者になろうかと思いますけれども、小松委員、いかがで

しょうか。 

 

【小松委員】 

前回は失礼をいたしまして、大変恐縮でございました。本当は一番議論をされたのが前

回だということでございまして、まことに申しわけなく思っております。一忚、答申が、

全体のご了承をいただいたということでございまして、本当にこれからが本番だというふ

うに思っております。私どものグループも、それぞれの地域の農業者の皆さん方とともに、

各地区のＪＡが真剣にこれから取り組んでいくということになるわけでありますが。した
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がって、県でのこの審議とほぼ並行したスケジュールの中で、私どもＪＡグループも次の

中期計画を、議論を重ねてまいりまして、その間、必要な意見交換は県等ともやりながら、

また地域においては、県の現地機関ともおそらく意見交換をされてきたというふうに思っ

ておりますが。 

私どもも、間もなく、県的な、ＪＡグループとしての農業振興にかかわる次の中期指針

が決定するという段取りになりました。そちらのほうの検討も踏まえながら、発言をさせ

ていただいてきたところでございますが。一番は、本日、10地域ごとに、それぞれの今後

のビジョンと重点戦略のご発表をいただきましたけれども。それを実際に地域で進めてい

くための連携と役割分担という土俵がしっかりできることがなければ、この地区別の重点

戦略のプロジェクトが、なかなかそのとおり進まないということでありますので。これか

ら、４月１日からのスタートに向けて、各地区ごとに、重点戦略ごとに、地域での具体的

な戦略はどうするかというプロセスが、これから期間は尐ないわけでありますけれども、

必要だというふうに思っております。 

それでスタートした以上は、またその同じテーブルで進捗管理をしかりやりながら、年

次ごとに振り返りながらステップアップをしていくと。こういう体制を、各地区でぜひリ

ードをいただきたいと思っております。もちろん私どものＪＡグループも、そこにしっか

り当事者として参加をしながら、役割を果たしてまいりたいとこんなふうに思っておりま

す。よろしくお願いします。 

 

【茂木会長】 

ありがとうございます。では、各地区の様子でも結構ですし、あるいは全県へのご提言

もいただければと思いますが、島田委員、お願いできますでしょうか。 

 

【島田委員】 

あまり出席率がよくなくて申しわけないですけれども、いろいろとありまして。うちの

ほうも地震で復興計画も５カ年計画がまとまったんですけれども。この計画も５カ年とい

うことで。５年後、うちのほうの村が、現在、46パーセントの高齢化率というようなこと

で、５年後にはもっと上がってしまうというようなことで、農業も、これ、大変だなと思

うんですけれども。そうはいっても、水稲しかないような村ですけれども、私の村は生き

がいが稲づくりということでやっていますけれども。 

今日もそれぞれ答申が出まして、これで５年後も進んでいくというようなことでありま

すけれども。それぞれ、いろいろと参考にさせていただいて、私ども、個人的なことで申

しわけないですけど、村の発展のためにも頑張っていきたいと思っていますけど、ありが

とうございました。 

 

【茂木会長】 
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ありがとうございました。では、ほかの先生方、いかがでしょうか。はい、お願いいた

します。 

 

【宮澤委員】 

まず、私は遅れてまいりまして申しわけございませんでした。事前に決まったことに、

それにクレームをつけるとか、そういうことは全くありません。茂木議長、先生のご配慮

もありまして、県議会のほうとも、この内容について、意見を聞くような機会を持たせて

いただきました、各派代表で。そしてその意見もこの中に入れていただいたということで

ございまして、農政部長以下、非常に真摯なご対忚をいただいたとこんなふうに思って感

謝をしております。ありがとうございました。 

私のほうからは、実は、昨日まで３日間、今、島田村長さんお見えでございますけれど

も、東北へ行ってまいりました。そのときに義援品のあり方という問題がテーマになりま

して、岩手県で特にその話が出たんですが。そのときに、おむつがほしいと言えばみんな

おむつだと。それから何かがほしいというとそういうことだと、こういう話が出ました。

何か足りないというのに、聞いて回るときに、女性の人が行くような配慮をしてほしいよ

と、言えない問題もあるからねとこういう話、こういうサイドの見方もございました。 

しかし、ここで一つ、私、注目して、話題になったんですが。今日、小松さんもお見え

でございますけれども、長野県農協が向こうに行って、人を送ってくださったんですね、

若い人たちを。そういう人たちが帰ってきて、何が一番現地でもってほしがっているやと

聞いたら、軽トラックだということで。もらうほうの立場からすれば、軽トラックをくれ

ということはなかなか言いにくかったと。ところがその中で長野県農協から50台の軽トラ

ックをプレゼントしてもらったと。これは本当にありがたかった、いい事例ですよと。こ

ういう話がありました。 

私は何を申し上げているかというと、こういう条例をつくるときも、必要だからこれだ、

マスコミにこう出ていたからこれだ、こういうような個々のそういう問題ではなくて、こ

れから復旧する５年間の中で、何が一番必要だろうと。５年後に何が一番活躍しているか

やと。こういうことを考えて、こういう計画を置いていくと。こういう配慮というのが、

我々、５年計画を立てるときには常に考えなければいけない。 

私、今回、５年後の姿をぜひとも想定してくださいと、こういうことを茂木先生に松本

会場でお願いしました。先生、すぐやってくださった。そういうようなことで、私はもう

大変感謝しているんですが。そこら辺の大きなスタンスで、しっかりと見てから対忚する。

現場から軽トラックをほしいですよなんてなかなか言いにくいというんですね。そういう

ようなところで、同じお金を集めるならば、そういうような、農業にこれは一番必要だと。

こういう配慮をぜひともしていただきたいなとこんなふうに思うんですね。 

だから、今日、認められた。例えば59ページ、マーケティング室で、外国バイヤーの誘

致だと。外国バイヤー、どういうバイヤーにするか、全く見当もついてない。ここへぽん
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と出されて、わかるはずがない。今から５年前、レタスの産地、その当時の農業政策課長

は、そこの村長を伴って沖縄の米軍へ行って、レタスを売り込みましたよね。要するにこ

ういうふうに抽象的に書いて、トップセールスが必要だと。 

知事、忙しいスケジュールでイタリアへ行っていただきましたよね。黄色いりんご。失

敗ですね、これは。だれが悪いかと言えば、セットした人が悪いですね。まだ解決しない。

権利もまだどこかへ行ってしまう。そのときに私どもは言いました。黄色いりんごの木と

いうのは、すぐ添え木をすればいっぱい出てくるから、よっぽど国も、フランスかイタリ

アか、どっちの国民性がいいか判断してってよっぽど言ったんですけど、イタリアを選ば

れた。挙句の果てが、知事、行ったけれども、トップセールスとして行ったけれども、調

印までしたけれども、全く前へ進まない。 

ですから、ここに決められたから、ここでいいと言われたからきちっとやるじゃなくて、

ここに決められた以上、責任、５年後にちゃんと成果を出すんだとこういう形でしっかり

とした、特にマーケティングは一番抽象的です。あとはしっかりなっています、今回。非

常によくなっていると思っています。そういう面で、マーケティング室の、本当に細かい

情報力と、それから創造的な、質の高いハートを持って、ここに書かれたこと、できない

ことも相当あると思うんですけど、これ、無理なこと、いっぱいあります。でもこれ掲げ

てきているからあれなんですけれども。よっぽど、やっぱり現実の流通をよく見ながら、

そこに飛び込んで入っていく。 

昔、長野県の農政部は、大阪市場と、それから大田市場、東京市場に、職員がそこに行

っていて、職員が物の動きを全部見て、ほかの県の動きも全部見て、報告して、本庁との

やりとりをした。それも全部引き上げてきてしまった。こういうような時代が田中さんの

ときからあったわけですが。そういうような部分も含めて、やっぱりきちっときめの細か

いやり方はほかよりももっとやらないと、とてもとてもこれにはない。ちょっとマーケテ

ィングの目が粗いのが気がかりであります。 

私は、すみません、欠席しましたので、第一の経過の中で賛成するということは意見言

いませんでしたので、ここで、もちろんこれは皆さんでつくられてきたので、議長おっし

ゃられるように、もう全くあれですけど。そういうように通ったからではなくて、具体的

にもっともっときめの細かいものをやっていただきたいと。こんなことを私からあえて、

ご注文というわけではありませんけれども、お願いするところであります。ちょうど副知

事さんもおられますので、特にそこら辺のところは強調しておきたいとこんなふうに思い

ます。 

 

【茂木会長】 

ありがとうございました。これも５カ年計画ということでございますので、当然、この

委員の方々にも、節目節目といいますか、定例的にお集まりいただいて、進捗管理という

とこうちょっとあまり言葉が適切ではないかもしれませんけれども。これをさらに具体的
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に展開していくにはどうしたらいいかというお知恵を、その都度、また借りるということ

でございますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

特にマーケティングのところは、やや抽象論というご指摘をいただきましたけれども、

いかんせん市場が日々変わっていて、毎年変わっていくという、そういう中に、機動的に

施策を打っていくという、そういう性格のものもあると思いますので、なかなか現時点で

具体論が書き込めなかったという嫌いはあるかもしれませんけど。その都度、その都度、

機動的な対忚をお願いするということで、計画のほうは進めさせていただきました。ご指

摘、ありがとうございました。 

ほかはいかがでしょうか。今、言いましたけど、また定期的にご意見をいただきますと

いうことで、では大体よろしいでしょうか、佐々木先生、もしあれでしたら、総括をして

いただけますでしょうか。 

 

【佐々木委員】 

取りまとめられた案ですね、今日、また報告いただきまして、かなりまとまってきたな

というふうに思います。それで、進めていくに当たってということでございますけれども。

今、ご意見が出ておりましたように、きめ細かなというふうなお話もございましたけれど

も、小回りといいますか、今までよりもおそらく尐し小さな単位で動いていかないと、な

かなか対忚が難しくなっているのかなというふうな感じがいたします。 

やっぱり長野県の場合、今まで、大産地ですので、大量生産、大量販売といいますか、

というふうな形で来たかと思うんですけれども。先ほどお話がありました、都市近郊のほ

うの茨城や千葉等々では、かなり小回りがきくような形で動いているというようなのも一

つ特徴じゃないのかなというふうな気がするんですね。 

特に実需者との直接取引をするタイプの組織が台頭してきたというふうなお話が先ほど

ございましたけれども。結局それは、実需者というのは、やっぱり特徴があるものをほし

がっていると思うんですね。どこでもあるようなものはいいよと、ここでしかない様な物

がほしいんだよということになってくるんだろうと思うんです。そういうものは、結局、

需要量としてもものすごく大きいということじゃなくて、ある程度のやっぱり分量という

ふうなことにもなるんじゃないかなというふうな気がしているわけです。 

そうすると、そういうふうな需要の側が、非常に特徴があるものを尐量、あるいは特徴

があるものをこれぐらいというような形になってくるのに対忚して、その供給のほうもそ

れに対忚できるような、やっぱり多様性と機動性というようなものが求められてくるんじ

ゃないかなというふうな感じがいたします。そういう意味では、やっぱり今までよりも、

細かな動きに対忚するというふうなことも必要になってくるのかなというふうな感じがし

ているところでございます。 

それと、それをやっていく上で、長野県の農畜産物、いろいろなものがあるわけでござ

いまして、いろいろな特徴があると思うんですね。それから地域ごとの、先ほどお話しい
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ただいた中でも、伝統野菜とか、あるいはうちにはこんなのがあるよというようなお話が

ありましたけれども。もっとほかとの違いを出していくというふうなことも大事なんじゃ

ないかと思うんですね。やっぱり信州の野菜だ、信州の果実だ、これはこれで大きなネー

ムバリューがあると思うんですけれども。ではどこが違うのと、やっぱりそこまで来てい

る、だんだん来るように思うんですね。具体的にここが違うよと。味が違うとか、あるい

は機能性が違うとか、鮮度が違うとか、何かそういう具体的なものをこう出していくこと

によって、ほかとの差別化をもっと図っていくと。今までのネームバリューというのをも

とにして、もっとこうそれを実質化していくというふうなことがあって、本当のブランド

化につながり、マーケティングにつながっていくんじゃないかなというふうな感じがして

おります。そんなふうなことで、よりきめ細かにやっていただければなというようなのが

感想でございます。以上でございます。 

 

【茂木会長】 

ありがとうございました。冒頭の参考資料２で、全県の比較をして、やや右肩下がりの

機微があって、しかし上位陣で一忚キープしている県もあるということで。この辺を分析

していくことで、再度、右肩上がりのポジションにくらがえしていくという、そういう展

望をめざしたいということでありますので、また佐々木先生にも分析のほうでお世話にな

りつつ、いろいろご指導いただければと思います。ありがとうございました。 

それでは、一忚、会議事項、とりあえず（１）、（２）、（３）ということで、私のあずか

りました議事に関しましては、以上とさせていただきたいと思います。どうも審議にご協

力、ありがとうございました。それでは引き続いて答申に入りたいと思いますので、事務

局の準備をお願いしたいと思います。 

 

４ 答  申 

 

【林農業政策課企画幹】 

熱心なご審議をありがとうございました。それでは、これより答申をお願いいたします。

茂木会長、和田副知事、ご準備をお願いいたします。 

よろしいでしょうか。それでは、茂木会長から答申をいただきます。茂木会長、よろし

くお願いいたします。 

 

【茂木会長】 

長野県知事阿部守一様。平成24年10月26日、長野県食と農業農村振興審議会、会長茂木

信太郎。「長野県食と農業農村振興計画」の策定について（答申）。 

平成24年２月９日付で諮問のありました「長野県食と農業農村振興計画」の策定につい

て、別添のとおり答申します。 
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この答申は、当審議会及び10地区の地区部会において審議を重ねる中で、長野県農業と

農村の抱える問題を整理し、今後５年間における長野県の食と農業・農村のめざすべき方

向性や講じるべき施策の考え方を取りまとめたものです。 

貴職におかれましては、答申を踏まえ速やかに計画を策定するとともに、計画の実現に

向け、必要な施策を積極的に講じるように要望します。 

 

（茂木会長から和田副知事へ答申を渡す） 

 

【林農業政策課企画幹】 

大変ありがとうございました。それでは、和田副知事より、お礼を申し上げます。 

 

【和田副知事】 

ただいま、茂木会長さんのほうから答申をいただきましたが、大変ありがとうございま

した。この答申の中で、委員の皆さんの大変思いがこもっている重い答申だというふうに

受けとめさせていただいております。 

今後は、これに沿いまして計画を早く策定し、またこの答申に基づいた内容でございま

すけれども、農業者の夢が実現するように、そして人の結びつきがよくできたその農業・

農村が創造できますように、私ども、計画の着実な実行に向けまして、関係機関一体とな

って、まい進してまいりたいとこういうふうに考えている次第でございます。皆様にはぜ

ひ今後とも、ぜひご支援、ご協力いただきますように、お願いを申し上げたいと思ってお

ります。 

改めて委員の皆様には、大変お忙しい中、熱心にご審議を賜りましたことを厚くお礼を

申し上げまして、私のごあいさつとさせていただきます。大変ありがとうございました。 

 

【林農業政策課企画幹】 

それでは、茂木会長からごあいさつをお願いいたします。 

 

【茂木会長】 

審議会としては、一忚、結審したかのような印象ではあるんですけれども。しかしなが

ら、これは、決まったから終わりということではなくて、むしろ決まったから始まるとい

うことでありますので。ここから先が、むしろこれまでの議論が本当に生かされるかどう

かということの実証の場面ということになります。 

５カ年計画ということで、５年先のイメージ、なかなか、現在の状況では描けない、イ

メージしにくい部分はあるかもしれませんけれども。しかし、その各事業所の現場現場で

は、間違いなく将来像というものがあると思いますので、それが各自、それぞれに取り組

まれるその全体像として、一つの新しい長野県の姿が描けるのではないかというふうに思
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います。 

今回、特に食と農業農村という表現の中に、食を中心に、つまり私たちの、県民の生命

の糧、これは農産物に体現されるんでありますけれども、それだけではなくて、食生活、

食文化を含めて、消費者の方々と一体となって、信州の食のあり方、農業・農村のあり方

を、ともに考えて、ともに実践していくと。そういう内容として、この新しい計画がスタ

ートするというふうに認識をしております。ぜひ、そういう観点で皆様方と一緒に、信州

の農業・農村のよりよい姿を実現していきたいと思います。どうぞこれからもよろしくお

願いいたします。ありがとうございました。 

 

５ 閉  会 

 

【林農業政策課企画幹】 

ありがとうございました。それでは以上をもちまして、第６回長野県食と農業農村振興

審議会を閉じさせていただきます。委員の皆様方には、お忙しいところご出席をいただき

まして、大変ありがとうございました。お気をつけてお帰りをいただきたいと思います。

大変ありがとうございました。 


